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レベルⅠとレベルⅡの津波対策

対象津波 要求性能

レベル１
津波

近代で最大
（100年で１回程
度の発生確率）

防災
• 人命を守る．
• 財産を守る/経済活動を守る

レベル２
津波

最大級
（1000年に１回程
度の発生確率）

減災
• 人命を守る．
• 経済的損失を軽減する．
• 大きな二次災害を引き起こさない．
• 早期復旧を可能にする．

１

粘り強い構造

レベルⅠ津波 レベルⅡ津波



倒壊（陸側へ）

綾里白浜海岸（緩傾斜護岸） 大船渡港海岸（胸壁）

鉄筋切断

被災施設事例写真

両石海岸（防潮堤）
釜石港（津波防波堤）

移動（陸側へ）

2

マウンドの洗掘･ケーソンの滑動

洗掘･倒壊



水位差による力
（堤体の滑動･破壊）

速い流れの力
（捨石の散乱･地盤の洗掘）

波面の衝突力
（胸壁の破壊）

速い流れの力
（地盤の洗掘）

被災のパターンと津波力 (大きな水位差と速い流れ）

３



b

津波波力によりケーソンが滑動（押し出し）

【摩擦増大マットの設置】

【基礎マウンドの拡幅・嵩上げ】

【中詰材の重量化】

越流により基礎マウンド及び海底地盤
が洗掘されケーソンが滑落

【被覆材の設置】

被災箇所の「粘り強い構造」としての補修イメージ（防波堤など）

【堤体の拡幅】

【基礎マウンド及び海底地盤の洗掘】 ４



被災箇所の「粘り強い構造」としての補修イメージ（護岸・胸壁）

舗装の補強等

速い流れの力（地盤の洗掘）

波面の衝突力（胸壁の破壊）

５

基礎の靭性確保



レベルⅠとレベルⅡの津波防災施設の設計

６

性能設計

複数の設計レベルに応じた機能や安定性能を決めた設計

＋重要度に応じた機能や安定性能 →防災と減災

従来の設計

一つの設計レベルに対して津波を防ぎ、壊れない設計→防災

防災施設の性能設計の導入

2004.6 海岸保全施設の技術上の基準

2007.7 港湾施設の技術上の基準

レベルⅠとレベルⅡに対応した性能設計へ

技術基準の改善＋技術開発の推進
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